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ワークを傷つけずに把持したい

従来の問題点

把持力の調整が難しく、ワークの種類によって、破損、変形してしまい品質に影響してい
る。
ワークに衝撃を与えないように、低速で把持したいが、タクトタイムが遅くなってしまう。

「ワーク直前まで高速でアプローチする運転データ」と「低速でワークを把
持する運転データ」を形状接続運転します。
形状接続運転は、運転を停止せずに、「結合先」に設定した運転データ№の
運転を開始します。これにより、ワークの破損を回避するだけでなく、タクト
タイム短縮に貢献します。

解決策 直前まで素早くアプローチし、ゆっくりつかむ

課 題 ワークの破損を回避したい
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サポートソフトMEXE02の設定例
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運転データNo.1

ワークを把持したら
TLC信号がON
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運転電流70％

運転データNo.0に続いて
No.1を実行

入力信号：D-SEL0をON
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② Direct-IN　機能選択(DIN)

③ Direct-OUT　機能選択(DOUT)


